
 
石川県が東京 2020大会記念品プロジェクトに参画しました 

―記念品に決定した石川県の伝統的工芸品について― 

 
石川県は 2019 年 5 月に、東京都及び公益財団法人オリンピック・パラリンピック競技 

大会組織委員会が募集を行った東京 2020大会記念品プロジェクトに応募し、東京 2020 大会 
記念品プロジェクト実行委員会（以下、「実行委員会」）メンバーに参画しました。 
また、本日、東京都よりプレスリリースがありました「東京 2020大会記念品プロジェク 

ト」について、本県では、本事業の趣旨にご賛同いただいた産地から提供があり、本県から 
推薦した伝統的工芸品 3品が記念品に決定しました。 

 

記 
 
１ プロジェクト概要 

別紙 東京都のプレスリリースのとおり 
 

２ 決定された本県の伝統的工芸品について 

（１）山中漆器のカップ 
このカップは、山中漆器の特徴である、ろくろを使った挽物技術に下地、 

上塗りを施した器です。「縦木取り」と呼ばれる木が育つ方向に逆らわずに 
木取りする山中漆器独自の方法を用いることで歪みが生じにくく堅牢な仕 
上げとなっています。また、熱が伝わりにくく、軽くて持ちやすいことか 
ら、コーヒーカップやスープカップに最適です。 

寸法・重量：直径 9.0㎝×高さ 7.0㎝、約 76ｇ 
使用素材 ：欅      提供個数 ：10個 

 
（２）加賀友禅の卓布 

この卓布は、加賀友禅を代表とする、落ち着きのある草花模様の絵柄を 
描いており、早春を告げる梅花と鳥たちの様子を型友禅の技法を使い染め 
上げています。 

寸法・重量：縦 34.5㎝×横 67.0㎝×高さ 0.3㎝、約 65ｇ 
使用素材 ：絹      提供個数 ：10個 

 
（３）金沢漆器の盃 

この盃は、優美で気品溢れる「加賀蒔絵」と称される加飾の技に特徴が 
あり、慶事・吉祥の図柄である「松竹梅」をモチーフに、金粉の蒔絵を施 
しています。 

寸法・重量：直径 9.5㎝×高さ 2.5㎝、約 29ｇ 
使用素材 ：水目桜  提供個数 ：10個 

 
３ 記念品の統一仕様 

１ 対象    国指定の「伝統的工芸品」または 各都道府県等指定の「伝統的工芸品」 
２ 主な仕様 ・航空機への持ち込みも考慮し、諸外国への持ち帰りが容易かつ壊れ 

にくいもの 
         ・伝統的工芸品本体及び箱等に商標名、企業名、ロゴ等が含まれていな 

いこと 
３ 個数   全国で約 1,200個（最小 10個単位から提供可能） 

         伝統的工芸品は、1 産地につき 1品目   

 

令和 2年 1月 30日 

４ 問い合わせ先 
石川県商工労働部経営支援課 
伝統産業振興室 担当 小泉 

076-225-1526 



令 和 ２ 年 １ 月 ３ ０ 日 

産 業 労 働 局 

生 活 文 化 局 

東京都では、46道府県、公益財団法人東京オリンピック・パラリンピック競技大会組織委員会（以

下、「組織委員会」）と協力し、東京2020オリンピック･パラリンピック競技大会を契機として、オー

ルジャパンで東京及び全国各地の伝統工芸品の魅力を世界に広く発信するとともに、その一層の普及と

持続的な振興を図ることを目的に「東京2020大会記念品プロジェクト」に取り組んでいます。 

このたび、東京2020大会記念品プロジェクト実行委員会において、IOC委員など大会関係者に対して

贈呈する伝統工芸品が決定しましたので、お知らせします。 

 

１ プロジェクトの概要 

（１）名称 

東京2020大会記念品プロジェクト 

（２）実施主体 

東京2020大会記念品プロジェクト実行委員会 

     ※東京都、46道府県、組織委員会において、令和元年10月に実行委員会を設置 

    ※事務局：東京都産業労働局、組織委員会総務局 

（３）贈呈対象者 

    IOC委員・IPC理事・国際競技団体役員・各国オリンピック委員会役員・各国パラリンピ

ック委員会役員・国家元首など、東京2020大会関係者（約 1,200 名程度） 

（４）贈呈対象者に提供するもの 

   各都道府県から提供される伝統工芸品のほか、品物の歴史文化的価値・素材・技法等が記

載された紹介カードなどをオリジナルデザインの風呂敷に包んで贈呈（別紙１参照） 

（５）スケジュール 

１月     贈呈する伝統工芸品の決定 

    ２月～６月  各産地組合において制作 

    ７月～９月  贈呈 

 

２ 贈呈する伝統工芸品 

  各都道府県から提供される伝統工芸品95品目を贈呈する予定（別紙２参照） 

 

 

 

 

 

【問い合わせ先】 

＜本プロジェクト全体に関すること＞ 

産業労働局商工部経営支援課  川崎・水沼・松本  電話 03-5320-4734（直通）  内線 36-550 

＜風呂敷に関すること＞ 

生活文化局文化振興部企画調整課   福本・伊東  電話 03-5320-7583（直通）  内線 29-470 

 



別紙１ 

 

贈呈対象者に提供するもの一覧（予定） 

贈呈するもの 概要 

伝統工芸品 ・ 国、都道府県等が指定する伝統工芸品 全 95品目 

プロジェクト 

主旨説明カード 
・ 東京2020大会記念品プロジェクトの概要を記載 

紹介カード 

 

・ 紹介カードには以下事項を記載 

① 自治体名 

② 伝統工芸品等の品目名及び種類名  

③ 品物の歴史文化的価値・産地・素材・技法の説明 

④ 使用方法及び取扱上の注意事項等 

パッケージ 

・ デザインは、組み市松型の金屏風の上に、 

大会のコアグラフィックス(※)の 5色 

である「紅」、「藍」、「桜」、「藤」、 

「松葉」をイメージした浮世絵を配置 

した風呂敷 

※ コアグラフィックス 

東京2020大会中に各競技会場や 

都市装飾等に使用されるデザイン 

・ 「TOKYO 2020」ゲームズシグネチャーと 

デュアルエンブレムを配置し、大会感を 

創出 

 

 

 



別紙２          

 

各都道府県から提供する伝統工芸品の品目                                    

 

 

1 北海道 二風谷イタ 51 飛騨春慶

2 青森県 津軽塗 52 一位一刀彫

3 岩手県 秀衡塗 53 美濃和紙

4 仙台平 54 養老焼

5 玉虫塗 55 駿河竹千筋細工

6 樺細工 56 駿河漆器

7 川連漆器 57 愛知県 尾張七宝

8 上の畑焼 58 三重県 四日市萬古焼

9 竹塗漆器 59 京都府 京七宝

10 会津塗 60 大阪府 大阪浪華錫器

11 会津本郷焼 61 和ろうそく

12 奥会津編み組細工 62 杉原紙

13 奥会津昭和からむし織 63 奈良県 奈良団扇

14 茨城県 笠間焼 64 和歌山県 紀州漆器

15 栃木県 結城紬 65 鳥取県 弓浜絣

16 群馬県 桐生織 66 島根県 貴石細工

17 武州正藍染 67 備前焼

18 春日部桐箱 68 手織作州絣

19 小川和紙 69 津山箔合紙

20 梅ケ瀬楊枝 70 広島県 宮島細工

21 江戸つまみかんざし 71 赤間硯

22 村山大島紬 72 萩焼

23 東京手描友禅 73 大内塗

24 江戸つまみ簪 74 阿波正藍しじら織

25 江戸硝子 75 藍染製品

26 東京本染め手ぬぐい 76 香川漆器

27 江戸表具 77 丸亀うちわ

28 江戸木版画 78 愛媛県 砥部焼・大洲和紙

29 東京染小紋 79 高知県 土佐和紙(土佐清張紙)

30 東京額縁 80 久留米絣

31 江戸切子 81 小石原焼

32 硝子彫刻 82 上野焼

33 銅版仏画 83 八女福島仏壇

34 染色用型紙 84 伊万里・有田焼

35 鎌倉彫 85 唐津焼

36 箱根寄木細工 86 波佐見焼

37 小田原漆器 87 三川内焼

38 小千谷縮 88 小代焼

39 村上木彫堆朱 89 肥後象がん

40 高岡銅器 90 大分県 別府竹細工

41 高岡漆器 91 宮崎県 めんぱ

42 山中漆器 92 薩摩焼

43 加賀友禅 93 本場大島紬

44 金沢漆器 94 沖縄県 八重山ミンサー

45 福井県 越前焼 福井県

46 甲州水晶貴石細工 愛知県

47 西島手漉和紙 滋賀県

48 山梨貴宝石 兵庫県

49 木曽漆器　 岡山県

50 飯田水引

都道府県 品目名

福島県

埼玉県

千葉県

宮城県

秋田県

山形県

石川県

山梨県

東京都

神奈川県

新潟県

山口県

長野県

富山県

95
六古窯（越前焼、常滑焼、瀬戸
焼、信楽焼、丹波焼、備前焼）

熊本県

鹿児島県

都道府県 品目名

徳島県

香川県

福岡県

佐賀県

長崎県

岐阜県

静岡県

兵庫県

岡山県
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